
学 長 定 例 記 者 会 見 要 項 

日 時： 平成２３年５月１７日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

発 表 事 項 

１．「スマイルトレード 10％」スマイルエンジン加速中 

２．「スマイルトレード 10％」トウキョウベース開設 

３．「スマイルトレード 10％」東北未来塾 開塾 

４．国際化学オリンピック代表選考試験に「がんばろう、東北」枠 

５．今年も『科学の花咲く』プロジェクト 

６．「科学の楽しさ」伝えるマイスターを養成します。 

７．『山形大学と交流する会』が一周年を迎えます。 

お 知 ら せ 

１．『んだ!「はやぶさ」見に行がんなね』プロジェクト 

２．大学コンソーシアムやまがた『やまがた夜話』 

３．大学コンソーシアムやまがた『合同企業説明会』 

４．人文学部公開講座『遠い方言 近い方言』 

５．テニュア・トラックプログラム シンポジウム 

『社会的知性を備えた卓越した若手研究者育成』 

６．『あなたと山形大学を結ぶインフォメーション』発行 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日 時：平成２３年６月７日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階）



プ レ ス 発 表 資 料 

平成２３年５月１７日 

山 形 大 学 

「スマイルトレード10％」スマイルエンジン加速中 

発進した「スマイルエンジン山形」スタートアップ便の報告と 
今後の展開をお知らせします。 

○スタートアップ便の報告 
５月４日５日の両日に始動した「スマイルエンジン山形」の報告を、山形 

大学の 熊谷 周三 と東北芸術工科大学の 鳥越 渚 が発表します。 

○「スマイルエンジン山形」今後の運行状況 
５月１４日出発便は、満席の状態で発進しました。 

【今後の定期便】 
平成２３年５月２８日（土）、６月４日（土） 
目標動員数：山形大学と東北芸術工科大学の学生・教職員４５名、 

一般４５名 （大型バス２台） 
参加費：山形大学と東北芸術工科大学の学生・教職員＝無料 

一般＝２，５００円（※ボランティア保険未加入の方は、加入料 
４９０円を事前説明会聴講時にお支払いください。） 

活動場所：宮城県石巻市 
スケジュール：6:00（山形発）→ 9:00（石巻着・活動）→ 19:30（山形着） 

※石巻での活動は約６時間 
集合場所：東北芸術工科大学正面バスロータリー（6:00 発車） 

山形大学小白川キャンパス正門前（6:20 発車） 

○「スマイルエンジン山形」チーム米沢も発進します。 
平成２３年５月２１日（土）～７月２３日まで毎週土曜日運行 
目標動員数：山形大学工学部学生・教職員 ４０名（大型バス１台） 
活動場所：宮城県東松島市 
スケジュール：6:00（工学部正門発）→9:00（東松島着・活動）→ 

15:00（作業終了・東松島発）→ 18:00（集合場所解散） 
※東松島での活動は約６時間 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

（お問い合わせ） 
エンロールメント・マネジメント部 教授 平尾 清 

TEL：０２３－６２８－４８６６ 
e-mail：goodhope@jm.kj.yamagata-u.ac.jp



震災ボランティア
募集中！

【注意事項】

１ 悪天候や余震、強風他の自然状況により、活動を中断・中止する場合もあります。

２ 今回参加を希望される方は、事前に保護者の方へボランティアに参加することを連

絡しておいてください。余震発生などの懸念事項もあります。

３ 服装や装備が充分でない場合、バスの乗車をお断りする場合があります。



服 装： ヤッケなど防水性の動きやすい服装（長袖/長ズボン）、防水ゴム手袋（厚め、
長め、耐油のものがベスト）、長靴（可能であれば安全長靴（金属製の中
敷き・カバーがあるもの）をお勧めします）、着替え、頭を保護する帽子など
（作業ヘルメットも可）

※ご提供いただいた個人情報は、今回のボランティア活動管理の範囲内に限り使用します。

参加希望日 5/21  5/28  6/4  6/11  6/18  6/25  7/2  7/9  7/16  7/23

学科・専攻、学年 学科・専攻 年

学生番号

性別、生年月日 男 ・ 女 大正 ・ 昭和 ・ 平成 年 月 日

氏名（フリガナ） （ ）

住所
〒 －

電話番号

メールアドレス

緊急時連絡先（自宅・実家等）

ボランティア活動保険加入の有無

（未加入の方については、申込み先に
てお手続きいただけます）

有 ・ 無

資格・経験

スケジュール： 山形大学工学部正門発（6:00）→現地到着・作業開始（9:00）
→作業終了・現地出発（15:00）→集合場所にて解散（18:00頃）

------------------以下、申込み書------------------

詳細
移動手段： 貸切バス１台

持ち物： 食料・飲み物（現地調達不可能、腐りにくいものを準備ください）、ウェット
ティッシュ、汚れた作業着を入れるビニール
袋（※作業後にバスのシートを汚さないようご配慮ください）、各自その他必
要と思われるもの
※軍手、防塵マスク、防塵ゴーグル、スコップ、土嚢袋、手や長靴等を洗う
ための水は大学で用意します。

※その他、あれば持ってきて欲しい物 カッパ（上下別々のもの）



プ レ ス 発 表 資 料 

平成２３年５月１７日 

山 形 大 学 

「スマイルトレード10％」トウキョウベース開設 

東京発のボランティアツアー企画開始と 
復興のためのシンクタンクをスタート 

東日本大震災復興支援のために、山形大学と東北芸術工科大学が始めた「スマ 
イル・トレード１０％」の活動を広げるため、トウキョウベースを開設します。 

トウキョウベースを起点に、東京発のプロジェクトがスタートします。 

○トウキョウベース 
場 所：山形大学東京サテライト内 

〒108-0023 東京都港区芝浦３－３－６ 

キャンパス・イノベーションセンター ５０７号室 

TEL／FAX： ０３－５４４０－９０７１ 

トウキョウベース・コーディネーター：小山龍介（プロフィール別紙参照） 

○東京発のボランティアツアー企画開始 
すでに山形から定期運行している日帰りボランティアバス『スマイルエン 

ジン山形』を企画のベースとして、東京から発着するボランティアツアーの 
企画を開始します。またツアーでは地域経済復興のため、東北の宿泊施設を 
活用するプランを予定しています。 

活動場所：宮城県石巻市、東松島市、多賀城市など 
対 象：両大学の卒業生、社会人学生及び一般の方 

○復興プラン策定プロジェクトチーム「スマイルシンクタンク（仮称）」 
東京で活動する専門家や両大学の卒業生などの持つスキル、時間や人脈と 

いったリソースの１０％を活用し、継続性のある支援を行います。地域に根 
ざし、人々の絆を生かした復興プランを策定し、実行支援を行います。 

活動内容（予定）：現地訪問、ヒアリング調査、プラン策定、実行支援 

（お問い合わせ） 
エンロールメント・マネジメント部 教授 平尾 清 

TEL：０２３－６２８－４８６６ 
e-mail：goodhope@jm.kj.yamagata-u.ac.jp



東北未来塾 特別講座「未来のリーダーシップ講座」講師 

スマイルトレード１０％ トウキョウベース 

コーディネーター 

小山龍介 

◇略歴 

株式会社ブルームコンセプト代表取締役共同経営者 

立教大学リーダーシップ研究所客員研究員 
NPO法人「場の研究所」事務局長 

1975年福岡県生まれ。AB型。京都大学文学部哲学科美術史卒業。大手広告代理店勤務 

を経て、サンダーバード国際経営大学院でMBAを取得。卒業後は、大手企業のキャン 

ペーンサイトを統括、 2006年からは松竹株式会社新規事業プロデューサーとして歌舞伎 

をテーマに新規事業を立ち上げた。 

2010年、 午堂登紀雄と共同で株式会社ブルームコンセプトを設立し、 現職。 新規事業の 

立ち上げ、新商品開発プロジェクトに携わる。 

執筆家としての顔も持ち、その代表作である『IDEA HACKS!』を始めとするハックシ 

リーズは、多くのビジネスパーソンに支持されている。またその経験を活かし、執筆家 

へ可能性の扉を開く出版プロデュースを行っている。 

◇動機 

「復興には、長期的には新しいリーダーの育成が欠かせません。復興支援する人材を育 

成することで、東北の復興に寄与できたらと思っています。また、トウキョウベースの 

リーダーとして、スマイルトレード１０％の活動を日本全国に広げていきたいと思って 

います。 」



プ レ ス 発 表 資 料 

平成２３年５月１７日 

山 形 大 学 

「スマイルトレード10％」東北未来塾 開塾 

東日本大震災復興支援のための「知恵と思想」を学び、この東北 
の地から未来の日本を創り上げる東北未来塾が始まります。 

【東北未来塾開塾シンポジウム】 

山形大学、東北芸術工科大学の両学長などによる、開塾シンポジウムを開催 
します。「スマイルエンジン山形」スタートアップ便の体験や新しい東北を創 

出するための提案を発信します。 

日 時：平成２３年５月２１日（土）１３：３０～１５：３０ 
場 所：東北芸術工科大学やまがた藝術学舎ホール 

（元山形県知事公舎・公館）（山形市松見町 17-1） 
コーディネーター：(株)千歳建設取締役会長 千歳 栄 氏 

パネリスト：山形大学 学長 結城章夫、副学長 小山清人 
東北芸術工科大 学長 根岸吉太郎、副学長 宮島達男 

司 会：東北芸術工科大学美術館大学センター講師 宮本武典 

【第１回講座】 
復興に必要なリーダーシップを、実践と振り返りを通じて理解を深め、新し 

い時代のリーダーを育成する「未来のリーダーシップ講座」を開講します。 
日帰りボランティアバス「スマイルエンジン山形」を経験し、その経験から 

学んだことをワークショップで共有することにより、リーダーに必要な生きた 
知恵を学びます。３回シリーズを予定。２回目以降の日程は現在調整中。 

実施日：平成２３年６月１０日（金）１８：００～２１：００ 

場 所：山形大学事務局４階 第２会議室（山形市、小白川キャンパス） 
対象者：「スマイルエンジン山形」のボランティア活動を経験した山形大学、 

東北芸術工科大学の学生、一般の方２０名程度 
講 師：小山龍介（東北未来塾講師・プロフィール別紙参照） 

（お問い合わせ） 
エンロールメント・マネジメント部 教授 平尾 清 

TEL：０２３－６２８－４８６６ 
e-mail：goodhope@jm.kj.yamagata-u.ac.jp



※本リリースは、文部科学記者会、科学記者会に配布しております 

プ レ ス 発 表 資 料 

平成２３年５月１７日 

山 形 大 学 

国際化学オリンピック代表選考試験に「がんばろう、東北」枠 

東北６県の高校生に対して、国際化学オリンピック代表候補生徒 
選考の特別枠が設けられました。 

国際化学オリンピックアメリカ大会の代表選考は、日本化学会と「夢・化学－ 

２１」委員会が実施する「全国高校化学グランプリ」での成績優秀者２０名程度 

と、日本化学会各支部の推薦を受けた高校生等若干名で２０１２年１月に実施さ 

れます。 

山形大学では、東日本大震災によって東北地区の高校生たちがグランプリの参 

加に支障をきたしていること、原子力発電所のトラブル等により科学・技術に対 

する考え方に動揺が起きていることなどを憂慮し、日本化学会オリンピック小委 

員会に働きかけ、東北予選試験を被災した高校生等への支援策そして奨励策とし 

て、「がんばろう、東北」の気持ちを込めて実施します。 

この東北特別枠は、日本化学会オリンピック小委員会と合意したものです。 

☆東北予選試験 

日 時：平成２３年８月２１日（日） 

場 所：山形大学理学部（山形市、小白川キャンパス） 

対 象：東北６県の高等学校および工業高等専門学校の１・２年生 

推薦枠：各県５名、最大で３０名となります。 

８月２１日の試験の結果、上位５名程度が代表候補生徒として推薦 

され、２０１２年 1 月の代表選考 1 次試験に臨みます。 

※国際化学オリンピック： 

1968年に東欧3カ国（ハンガリー、旧チェコスロバキア、ポーランド）が始めた高校生の化 

学の学力試験から発展した国際大会。近年では約70の国と地域が参加する一大国際大会となっ 

ています。日本は2003年のアテネ大会より参加し、2010年には日本大会を開催しました。 

（お問い合わせ） 

山形大学ＳＣＩＴＡセンター 

TEL：０２３－６２８－４５０６



＜資料 1＞ 

平成 23 年 5 月 17 日 

 

☆がんばろう、東北☆「2012 年度国際化学オリンピック 代表候補生徒東北枠選考試験」 

 

「2012 年度 国際化学オリンピック 代表候補生徒東北枠選考試験」（以降、東北枠）は，

2012 年 7 月開催の化学オリンピックアメリカ大会の代表選考に関し、日本化学会東北支部

の代表候補生徒推薦枠を弾力的に運用して実現することで、山形大学、日本化学会東北支

部、および日本化学会オリンピック小委員会が合意したものです。 

 

東北枠の実施にあたり、日本化学会会長 岩澤康裕 電気通信大学教授は、「日本近代史上

未曽有の東日本大震災とそれに続いた福島第一原子力発電所の放射能漏出事故により、今

日の科学・技術の限界を痛感すると同時に、復興・新生のためには科学・技術による多角

的な貢献が欠かせないと考えます。大きな困難を克服し、文化的で豊かな社会の創造のた

めに科学の前進は不可欠です。代表候補生徒東北枠選考試験は、国際化学オリンピックに

参加するような若い世代の成長を応援する我々の意思の象徴です。日本化学会は、彼らが

未来への希望を持ち活躍してくれるように、支援を行って行きます。この度の企画を主導

して頂く山形大学に心より敬意を表し、オリンピック小委員会や関連諸団体にはできるだ

けの協力をして頂くようお願致します」と語りました。 

 

東北枠を計画した山形大学は、全国高校化学グランプリ*開始以降 1 次試験の会場を提供

し、グランプリの発展に関わってきました。2010 年の国際化学オリンピック日本大会開催

にも山形大学の教員が実行委員となって深く関与するなど、中等教育への関心は深く、継

続的に貢献しています。この度の震災の影響で東北地区の一部高校生等はグランプリへの

参加に支障をきたしていること、原子力発電所のトラブル等により科学・技術に対する考

え方に動揺が起きていることなどを憂慮し、化学オリンピック支援経験者と協議し、「日本

の化学の未来を考える会」**のメンバーの実働協力の基、国際化学オリンピックへの第一

歩となる東北枠の実施を決定にするに至りました。 

 

☆*全国高校化学グランプリについて： 

国際的にも通用する若い化学者を育てることを目的として、「夢・化学-21」委員会と日本化

学会が 1998 年、東京と仙台の 2 カ所で試験的に実施した「高校化学グランプリ」が始まり

です。1999 年から、「全国高校化学グランプリ」として全国規模で開催されるようになり、

今では参加者が 3,000 人を超す大会に発展しています。 



国際化学オリンピックに派遣される代表生徒の選考と強化訓練は日本化学会オリンピック

小委員会が担当しています。今年は震災等の影響で、国際化学オリンピック代表生徒の決

定は通常より約１ヶ月遅い 5 月 9 日となりました。 

 

☆**日本の化学の未来を考える会について： 

国際化学オリンピックを通して得た視野や知見を基に、次世代育成を見据えた主に中等教

育課程の化学教育に関する啓発活動・提言を行う組織委員会です。委員長は野依良治理化

学研究所理事長。国際化学オリンピックの運営や代表生徒指導等を担当した大学教授を中

心メンバーとして 2011 年 3 月に発足しました。  

HP：http://www.tuat.ac.jp/~yonezawa/nihonmirai.html

 

 

お問合せ先： 

日本化学会 化学グランプリ・オリンピック委員会 オリンピック小委員会 

042-388-7053（東京農工大学 米澤研究室） 

日本化学会 化学グランプリ・オリンピック委員会 広報小委員会 

 080-1145-4550 （ラオちぐさ）  

 



2011/5/16 共催：日本化学会 協力：日本の化学の未来を考える会 1

山形大学
2011年5月17日

化学オリンピック代表候補生徒選考
東北予選

＜資料2＞



2011/5/16 共催：日本化学会 協力：日本の化学の未来を考える会 2

各県の候補生徒数：
高校２年生（相当）以下 ５名以内

１名以上の高等専門学校生徒を含むこと

候補生徒の選抜：

各県の高等学校理科（化学系）教諭〜日本化学会支部会員の協力で選考

５名以内を選抜

化学オリンピック代表候補生徒選考
東北予選

主催：山形大学
共催：日本化学会(東北支部，化学オリンピック小委員会)
協力：日本の化学の未来を考える会

2010世界化学年協賛事業

2011年8月21日
山形大学（山形市）
生徒の交通費・保険料は大会が負担
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支部地域の
候補生徒

国際オリンピック大会

最終選考

第一次選考

候補生徒認定

東北地区予選化学グランプリ

代表生徒

最終代表
候補生徒

代表候補
生徒

グランプリ
参加生徒
(高校２年生以下)

日本化学会
支部推薦生徒

東北６県の
候補生徒

2012年7月

2012年3月

2012年1月

2011年9月

2011年7‐8月

グランプリ
成績優秀者

支部での選考

2011年8月

若干名＋５名程度

第44回国際化学オリンピックアメリカ大会への道程

４名

8〜10名

20名程度

２５名程度
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試験内容(暫定)およびレベル

東北地区予選
筆記試験および実験試験
筆記：高等学校で1年半程度化学を学習した生徒を想定した基礎的な問題と応用力を問う問題
実験：高等学校の教科書や副読本図録の掲載されているレベルの基本操作の実行力を調べる課題

第一次選抜
筆記試験
北米の高校AP (Advanced Placement)コース相当

代表候補生徒に日本語翻訳教科書を配布予定

最終選考
筆記試験および実験試験
国際大会委員会発表の準備問題に準拠した問題
北米の高校APコース相当の項目(シラバス)に関する高度な設問
最終代表候補に大学学部用教科書を配布予定
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※本リリースは、文部科学記者会、科学記者会に配布しております。 

「日本の化学の未来を考える会」組織委員会プレスリリース 

平成 23 年 4 月 19 日 

 

 

 

世界水準の化学教育をめざす「日本の化学の未来を考える会」が発足 
～ 化学教育の発展的な進化に向けて全国的な教育支援活動を展開 ～ 

「日本の化学の未来を考える会」組織委員会（委員長：野依良治、理化学研究所理事長）は、日本の

化学教育を、世界水準を見据えた化学教育へと進化させることをめざし、全国的な教育支援・啓発活動

を展開する「日本の化学の未来を考える会」を発足させました。 

当会は、高校生が化学知識・実験技能・応用力等を競う国際化学オリンピックの運営や代表生徒の派

遣に協力した経験をもつ大学教育関係者を主体に構成されています。平成 22 年に日本で初開催された

国際化学オリンピックでは日本代表生徒が金メダル 2 個、銀メダル 2 個を獲得しました。一方、これまで

同事業に関わった教育関係者の多くが、諸外国の中等理数科教育の学習の質・量・重点分野等の変遷

を改めて知ることとなり、化学教育における、「日本と世界との差」を認識しました。これにより、世界水準

の化学教育を見据え、日本にとって必要かつ十分な化学教育を考え直すことをスローガンに掲げ、世界

に対して今一度切望され、より文明の流れを主導し得る化学教育の実現をめざそうという志の下、世界

化学年を迎えた今年、当会は結成されました。 

日本の化学教育は、100 年以上前に驚異的な速さで西欧型の体系化を成し遂げ、その内容と手法は

多くの国の手本となってきた誇るべき輝かしい歴史をもちます。しかし、その後これまで比較的長い間、

国内にのみ目を向けてきた教育改革等の結果、キャッチアップする国々の視点からは魅力が薄れ、むし

ろ、諸外国がそれを凌駕するような改革を進めるようになってきました。また、私たちの生活環境そのも

のもこの１世紀強の間に極めて大きな変貌をとげ、化学や理科で扱うべき対象も生命科学や人工物質

科学など、学問領域としてもパラダイムが大きく変化する歴史の奔流の中にいます。 

当会は国際化学オリンピックにおける日本代表生徒等への教育指導、および教育者への支援活動、

特に代表生徒等への実験指導を通して彼らの包括的な理解力や応用力を育成する際に得られた知見・

経験を、全国の中等教育の理科教員が共有できるような工夫を組み入れた教育支援活動を継続的に実

施する予定です。将来的には、世界水準の化学知識・技能を習得し、国内外で活躍できる化学者や柔

軟な化学的思考力を駆使できる社会人・生活者を育成する新しい枠組み作りに向けた提言を行っていく

予定です。 

 「日本の化学の未来を考える会」活動計画 
（１）才能育成活動 

 国際化学オリンピック生徒派遣支援としての教育指導 
- 国際化学オリンピック日本代表生徒の強化合宿を支援し、実践的な化学知識および実験

力を高めるための教育指導を実施 
 高校理科教員向け教育指導 

- 高校の理科教員を対象に国際化学オリンピックでの経験・知見を基にした化学実験指導

について提言・技術指導を実施 
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- 世界水準の人材育成をめざす理科教育の試みへの参画・協同 
（大阪府指定のグローバルリーダーズハイスクール、スーパーサイエンスハイスクール

（SSH）等を対象に教員向けの理科・化学教育研修を提供） 
（２）啓発活動 

 国際化学オリンピックの広報 
- 化学分野の才能育成の受け皿として、国際化学オリンピックの存在や参加意義について

広報活動を実施 
 未来の化学者を発掘するための広報 

- 生活に密着した化学の重要性や魅力を紹介する講演会や化学実験教室等を通じて、未

来の化学者を発掘する広報活動を実施 
（３）世界水準を見据えた化学教育に向けた新しい枠組みの提言 

 日本と世界の教育カリキュラムの違いに関する情報発信 
 日本と世界の才能育成の方法について調査、比較検討、議論を重ねることで、世界水準の化

学教育に向けた新しい枠組みを提言 
（４）その他活動 

 企業、学会等との協同的連携 
- 企業、学会に積極的な働きかけを行い、広報機会等の連携を模索 

 
 「日本の化学の未来を考える会」発足にあたってのコメント 

野依 良治 理化学研究所理事長 （2001 年ノーベル化学賞受賞） 
「日本は限りある地球の枠組みの中で、豊かな人類社会の存続に向けて貢献する国でなければなりま

せん。優れた科学技術こそが我が国にとって国際競争力の源泉であり、国際協調の柱です。国の存立

のために不可欠の資源に他なりません。昨年発表された PISA（OECD 生徒の学習到達度調査）の調査

結果では、日本は回復基調にあるとの主張もありましたが、上位国との差は依然として大きいままです。

将来を担うのは前途ある若者たちです。『日本の化学の未来を考える会』の活動を通じて、才能ある後

進を正しく導き、科学の素晴らしさと技術の重要性について理解を深める機会につなげていきます」 

桜井 正光 経済同友会代表幹事 
「グローバル化が加速するなかで、我々は、地球温暖化、エネルギーや食料の需給逼迫などの世界規

模の課題に直面しています。さらに、わが国は少子高齢化や財政再建などの難題を克服していかなけ

ればなりません。こうした時にこそ、私は目指すべき国のかたち・ビジョンを示し、若者がやる気と希望の

持てる社会を創らなければならないと考えています。特に、資源小国であるわが国が持続的経済成長を

遂げるには、人材の育成と科学技術立国の実現が必須であることを改めて認識する必要があります。

世界水準の中等化学教育の実現を目指して発足する『日本の化学の未来を考える会』が大きな役割を

担うものと期待するとともに、国際化学オリンピック等の活動を通して成長する若者がわが国の未来を

切り開いていくことを願っています」 

 
本件に関するお問合せ先 

「日本の化学の未来を考える会」広報事務局 
（広報代理店：ウェーバー・シャンドウィック内） 
担当：大崎、鈴木 TEL: 03-5427-7396/7411 

E-mail: tosaki@webershandwick.com / dsuzuki@webershandwick.com 
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平成 23 年 4 月 19 日現在 

「日本の化学の未来を考える会」組織委員会 

役職 氏名 所属等 

理化学研究所 理事長 / 名古屋大学 特別教授 
委員長 野依 良治 

化学オリンピック日本委員会 委員長 

委員長代理 大嶌幸一郎 京都大学副理事・環境安全保健機構長 

東京大学 生産技術研究所 教授 
副委員長 渡辺  正 

化学オリンピック日本委員会 実行委員長 

東京農工大学 工学部 有機材料化学科/大学院工学系応用化学専攻 教授 

2007 年国際化学オリンピックロシア大会／メンター 

2007～2010 年日本化学会 化学オリンピック WG 主査 

2009 年国際化学オリンピックイギリス大会／ヘッドメンター 

事務局長 米澤 宣行 

2011 年日本化学会 化学オリンピック小委員会委員長 

委員 伊藤 敏幸 鳥取大学大学院 工学研究科 化学・生物応用工学専攻教授 

創価大学工学部 / 大学院工学研究科 教授 

2010 年国際化学オリンピック日本大会／総務委員長 委員 伊藤 眞人 

2003 年国際化学オリンピックギリシャ大会／メンター 

神奈川大学 理学部 化学科 教授 

2010 年国際化学オリンピック日本大会／ヘッドメンター 委員 木原 伸浩 

2008 年国際化学オリンピックハンガリー大会／ヘッドメンター 

山形大学 理学部 物質生命化学科 教授 
委員 栗山 恭直 

2010 年国際化学オリンピック日本大会／広報委員 

委員 小森 栄治 日本理科教育支援センター代表 

名古屋工業大学大学院 工学研究科 教授 
委員 多賀圭次郎 

2007 年国際化学オリンピックロシア大会／サイエンティフィック・オブザーバー 

委員 友岡 克彦 九州大学 先導物質化学研究所 教授 

委員 永澤  明 埼玉大学大学院理工学研究科物質科学部門 教授 

芝浦工業大学 工学部 共通学群 化学 教授 
委員 中村 朝夫 

2010 年国際化学オリンピック日本大会／メンター 

群馬大学 名誉教授・金沢工業大学 客員教授 
委員 西村  淳 

2009 年国際化学オリンピックイギリス大会／統括チューター 

和歌山大学 システム工学部 精密物質学科 教授 
委員 橋本 正人 

2009 年国際化学オリンピックイギリス大会／サイエンティフィック・オブザーバー 

富山大学 大学院理工学研究部 教授 
委員 樋口 弘行 

2010 年国際化学オリンピック日本大会／日本代表候補チューター 

徳島大学 総合科学部 総合理数学科 教授 
委員 三好 徳和 

2010 年国際化学オリンピック日本大会／代表合宿訓練担当 

※委員の並びは五十音順となっています。 
※「日本の化学の未来を考える会」組織委員会事務局は東京農工大学内に設置しています。 

以上 

 



プ レ ス 発 表 資 料 

平成２３年５月１７日 

山 形 大 学 

今年も『科学の花咲く』プロジェクト 

山形県の科学とこれまでに誕生した科学コミュニケーターが、 

もっと身近な存在になるようにシンポジウムを開催します。 

今年が３年目の活動となる「やまがた『科学の花咲く』プロジェクト」が、こ 

れまでの活動を紹介し、今後さらなる発展のためのシンポジウムを開催します。 

科学コミュニケーションを行っている方、理科が好きという方、子供たちに科 

学を楽しく教えてみたい方など、どなたでも気軽にご参加ください。 

～科学コミュニケーター養成について～ 

日 時：平成２３年６月４日（土）１３：００～１６：３０ 

場 所：遊学館 ホール（山形市緑町1-2-36） 

プログラム：〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

・やまがた『科学の花咲く』プロジェクト３年目の取り組みについて 

コーディネーター 菅原 晃（山形大学産学連携教授） 

・「モバイルキッズケミラボ１０周年」について 

尾形 健明（山形大学大学院理工学研究科 教授） 

・マイスター活動のサポートについて 

山形県産業科学館、鶴岡市立加茂水族館、山形県立博物館、 

最上広域市町村圏事務組合教育研究センター 

※２階ギャラリーにおいて、星空案内人、スライム・クラゲ・蔵王マイスターについての展示 

も行います。 

（お問い合わせ） 

山形大学ＳＣＩＴＡセンター 

TEL：０２３－６２８－４５１７
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平成２３年５月１７日 

山 形 大 学 

「科学の楽しさ」伝えるマイスターを養成します。 

「スライム」「クラゲ」「蔵王」「月山」をとおして、科学を一般の皆さま 

に広める指導者を育成するマイスター養成講座を開講します。 

山形大学では、マイスター養成講座として、２００９年度からスライムマイス 

ター養成講座を、昨年度からはクラゲ・蔵王の各マイスター養成講座を開催して 

います。 

今年度は、村山地区でのスライムマイスター講座(定員２０名) 

加茂水族館との協力でクラゲマイスター養成講座(定員２０名) 

蔵王温泉協会との協力で蔵王マイスター養成講座(定員２０名) 

新たに、今年度より始まる月山マイスター養成講座(定員２０名) 

を開催いたします。 

日程等詳細は、別紙を参照ください。 

参加料は、無料。 

募集締め切りは、６月１０日(金)までとなります。 

（お問い合わせ） 

やまがた『科学の花咲く』プロジェクト 

事務局（山形大学SCITAセンター内） 

（ＴＥＬ） ０２３－６２８－４５１７



別紙 

7/23(土 ) 
13:00～16:00 

7/24(日 ) 
13:00～16:00 

スライムに関する基礎講座 

子供たちへの指導方法 

スライム実験講座 など 

山形大学 SCITA センター 

スライム 

マイスタ 

ー

定 員 20 
名 

実験指導実施講座 産業科学館 

イオン山形南ショッピングセンタ 

ー 

7/2(土 ) 
10:00～16:00 
7/3(日 ) 
10:00～16:00 

クラゲに関する基礎講座 

クラゲの刺傷被害の症例 

クラゲの展示方法 など 

加茂水族館 

クラゲマ 

イスター 

定 員 20 
名 

7/16(土 ) 
7/18(月 ) 
9:00 ～ 16:00 な 

ど 

実験指導実施講座 産業科学館 

イオン三川ショッピングセンター 

6/25(土 ) 
13:00～16:00 

植物学 山形大学 SCITA センター 

7/9(土 ) 
10:00～17:30 

エコツーリズムと指導者養成 

など 

山形大学 SCITA センター 

7/10(土 ) 
13:00～16:00 

自然環境実習 月山 

蔵王 マイ 

スター 

定 員 20 
名 7 月下旬以降 温泉、地質、防災、植生、動 

物、 

山 の 注 意 点 、 蔵 王 温 泉 の 歴 

史 、樹氷など 

蔵王 

山形大学 SCITA センター 

6/25(土 ) 
13:00～16:00 

植物学 山形大学 SCITA センター 

7/9(土 ) 
10:00～17:30 

エコツーリズムと指導者養成 

など 

山形大学 SCITA センター 

7/10(土 ) 
13:00～16:00 

自然環境実習 月山 

9/26 (月 ) 
8:30～17:00 

地すべり災害講義・実習 

月山 マイ 

スター 

定 員 20 
名 

7 月下旬以降 出羽三山の歴史、山岳巡礼・ 

山岳信仰、伝統建築、天然林 

資源利用伝統文化とジェンダ 

ーなど 

蔵王 

山形大学 SCITA センター
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平成２３年５月１７日 

山 形 大 学 

『山形大学と交流する会』が一周年を迎えます。 

「山形大学と交流する会」一周年に際し、学生コーディネータ 

が活動を報告します。 

「山形大学交流する会」は、本学の研究の進展、人材育成の向上及び地域に有 

為な人材輩出の支援、また、本学から地域企業に対し学術面からの支援を推進、 

地域企業と教職員及び学生との交流の充実、地域の活性化並びに会員企業と山形 

大学の発展に寄与することを目的として、平成２２年７月６日に発会しました。 

その一周年に際し、下記のとおり総会と特別講演会を開催します。 

「山形大学交流する会」では、地域企業と山形大学との交流を促進して、地域 

の山形大学に対するニーズを調査して具体化するために、学生コーディネータを 

配置しています。その学生たちが、１年間の活動を報告します。 

特別講演会：「有機ＥＬとは？そして、そのテレビへの応用は？」 
山形県で有機ＥＬと言えばたくさんの方が知っている言葉ですが、その実際をわか 

りやすく解説します。そして、テレビへの応用について、スマートフォンから家庭用 

テレビ、さらにはフレキシブルテレビへの展開の可能性を紹介します。 

日 時：平成２３年５月２４日（火）１６：３０～１７：３０ 

（総会・懇談会は、１５：３０～１６：１５） 

場 所：山形大学基盤教育２号館講義室（山形市、小白川キャンパス） 

（総会・懇談会は、山形大学事務局第１会議室） 

講 師：山形大学大学院理工学研究科 時任 
ときとう 

静士 
し ず お 

教授 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

（お問い合わせ） 

山形大学と交流する会事務局 

TEL：０２３－６２８－４８４１







プレス通知資料 （概 要） 

平成２３年５月１７日 

山 形 大 学 

１． 『んだ!「はやぶさ」見に行がんなね』プロジェクト 

（概要） 震災後、閉鎖していた「やまがた天文台」を再開しました。５月１４日から毎週土曜日に 

オープンします。単なる再スタートではなく、よりたくさんの市民のみなさんに楽しんで頂け 

るよう、小惑星探査機「はやぶさ」に因んで小惑星特別展示を開催します。 

☆春の星空案内 

星のソムリエによる春の星座案内、望遠鏡による惑星観察を行います。 

星空ガイドツアーの出発時間は、毎週土曜日 

１回目 １９：１５～、２回目 １９：４５～、３回目 ２０：１５～ 

参加料：小学生以上 ２００円 

☆小惑星特別展示 

日 時：平成２３年５月１７日（火）～平成２３年６月１０日（金） 

月曜から金曜日 １０：３０～１６：００ 

土曜日 １９：００～天文台終了まで 

場 所：山形大学インフォメーションセンター（山形市、小白川キャンパス） 

特別展示内容： 

①山形に因んだ天体大集合 

小惑星の中には「最上川」「土門拳」「直江兼続」、、、など山形に因んで命名されたも 

のがたくさんあります。そのほか、いろいろな山形に関係した天体を収集した珍しいリス 

トを公開します。（南陽天文愛好会の協力でデータの作成をしました。） 

②惑星や小惑星はどのようにしてできたか。 

わたしたち人類を育んだ地球をはじめとする惑星たちは宇宙の塵の中から作られまし 

た。その仕組みを易しく解説します。 

③日本の宇宙船やロケットの歴史を振り返るペーパークラフト展 

ペーパクラフトで日本のペンシルロケットから現在のロケットまでの歴史をたどります。 

国際宇宙ステーションのペーパークラフトもあります。 

④小惑星探査機「はやぶさ」で使われたターゲットマーカーの反射材の展示 

「はやぶさ」が小惑星着陸の際の目印に貼られた反射材は山形スリーエムで作られた 

ものです。同社の協力を得て反射材を展示し、実験もできます。 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：『んだ！「はやぶさ」見に行がんなね』プロジェクト 

（プロジェクト代表：柴田晋平 山形大学理学部 教授） 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４５５２



２．大学コンソーシアムやまがた『やまがた夜話』 

（概要） 東日本大震災に関連して、「これからの学生による支援活動をどのように進めるか」をテ 

ーマに夜話を開催します。 

【第１夜】 

日 時：平成２３年５月１８日（水） １８：３０～２０：００ 

【第２夜】 

日 時：平成２３年５月２５日（水） １８：３０～２０：００ 

場 所：ゆうキャンパス・ステーション（山形市：山形むらきさわビル１階） 

対 象：高校生・学生・一般市民 ５０名（入場は無料です。） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：大学コンソーシアムやまがた事務局 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４８４２ 

３．大学コンソーシアムやまがた『合同企業説明会』 

（概要） 東日本大震災による東北の経済活動の停滞もあり、山形県内大学等の学生の就職活動 

を取り巻く環境はいつになく非常に厳しい状況にあります。 

また、学生の就職活動への意気込みが停滞しやすくなることを払拭するためにも、大学 

コンソーシアムとして全県的に就職活動を支援する必要があります。 

このようなことから、学生がより幅広く就職活動機会が得られるよう、各大学等の求人情 

報を共有した大学コンソーシアム主催の合同企業説明会を開催します。 

日 時：平成２３年５月３０日（月） １３：００～１７：００ 

１２：３０～ 就職ガイダンスを開催します。 

場 所：山形テルサ アプローズ（山形市双葉町 1-2-3） 

参加企業：県内企業を中心に宮城県等東北地方の企業、約４０社 

対象学生：・コンソーシアム加盟の全機関の平成２４年３月卒業予定学生 

・卒業後１年以内（平成２３年３月以降）の卒業学生についても対象とする。 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：大学コンソーシアムやまがた事務局 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４８４２



４．人文学部公開講座『遠い方言 近い方言』 

（概要） 「方言」とは、いったいどのようなことばなのでしょうか。ごく身近にあって、他のどのことば 

以上に「自分のもの」と感じられるにも関わらず、その定義は必ずしも明らかではありませ 

ん。今回の講座では、国境・時代を超えた様々なジャンルの専門家から、「方言」が作り出 

される過程、そして「方言」から生まれる言葉や人同士の関係を語っていただきます。 

日 時：平成２３年６月２日（木）～６月１６日（木）［月・木 計５回］ １８：３０～２０：１０ 

場 所：山形大学人文学部１階 １０４教室（山形市、小白川キャンパス） 

対 象：一般、大学生、高校生 定員３０名 

受講料：一般 ２，０００円、大学生・高校生は無料。 

募集期間：平成２３年５月９日（月）～５月３１日（火） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学人文学部事務室 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４２０３ 

５．山形大学テニュア・トラックプログラム シンポジウム 

『社会的知性を備えた卓越した若手研究者育成』 

（概要） 山形大学では、科学技術振興機構の支援により、優秀な若手研究者をテニュア・トラック 

教員として採用し、世界的研究拠点形成の中核となる人材を育成しています。 

日 時：平成２３年６月３日（金） １３：００～１６：３０ 

（ポスターセッション・情報交換会 １７：００～１８：３０） 

場 所：山形テルサ アプローズ（山形市双葉町 1-2-3） 

参加料：無料（情報交換会参加費 ３，０００円） 

申込締切：平成２３年５月３１日（火） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学若手研究者支援室 

（ＴＥＬ）０２３８－２６－３００４ 

６． 『あなたと山形大学を結ぶインフォメーション』発行 

（概要） 山形大学では、今年度に実施を予定している「市民向け講座」「子ども向けプログラム」 

「大学開放プログラム」などを掲載した、案内冊子を発行しました。 

みなさんに、興味、関心を持って参加していただけるように、それぞれの学部等の特色 

を活かした講座等を企画しています。 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学企画部研究支援課 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４８４５、４８４６



７．これまでの学長定例会見でお知らせをしたもので開催がせまっているイベント 

当日の取材をよろしくお願いいたします。 

○基盤教育「ウーマン・オブ・ヤマガタ」公開教養セミナー 

特別講演：吉村美栄子山形県知事より～あなたへ贈るメッセージ～ 

日 時：平成２３年５月１７日（火）１３：００～１４：３０ 

場 所：山形大学小白川キャンパス基盤教育２号館２２１番教室 

対 象：学生・教職員・一般の方 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学男女共同参画推進室 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４９３７、４９３８、４９３９ 

○都市・地域学研究所「都市研カフェ」 

日 時：平成２３年６月１０日（金）～７月１５日（金）１７：００～１９：００ 

場 所：ゆうキャンパス・ステーション（山形駅前、山形むらきさわビル１階） 

申込〆切：平成２３年６月３日（金）１７：００ 

定 員： 一講座２０名程度 

参加料：一般 ５００円、高校生 無料（資料代＋菓子代） 

プログラム： 

第１回 ６月１０日（金）「ジブリ作品と宗教学」 

都市研所長 人文学部教授 松尾 剛次 

第２回 ６月１７日（金）「持続可能社会のためのエネルギー」 

都市研所員 理学部教授 栗山 恭直 

第３回 ７月 ８日（金）「ナスカの地上絵」 

都市研所員 人文学部教授 坂井 正人 

第４回 ７月１５日（金）「驚きの名画：美術史の楽しみ方」 

人文学部教授 元木 幸一 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学人文学部事務室 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４２０３



やまがた天文台
星空案内と

小惑星特別展

山形にちなんだ名前の
小惑星リスト公開

小惑星誕生のメカニズム

ペーパークラフトで見る
日本のロケットの歴史

はやぶさ搭載
ターゲットマーカー
反射材実物展示

春の星空案内
と土星の観察

■公開日
5月14日から毎週土曜日
（特別展は6月12日まで)

星空ガイドツアーの出発時間は
1回目 午後7:15～ 2回目 午後7:45～ 3回目 午後8:15～

■参加料
小学生以上 ２００円

なお、特別展の見学のみであれば、
月曜から金曜日(10:30-14:00)無料で
御覧いただけます。

■場所
山形大学小白川キャンパス
インフォメーションセンター/やまがた天文台

問い合わせ先
山形大学インフォメーションセンター
平日の日中(午前９時～午後５時) TEL 023-628-4050
または、理学部柴田研究室 023-628-4552
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